
あ
ん

ど
う

た
か

ほ

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

安

藤

隆

穂

専
攻
学
科
目

社
会
思
想
史

生

年

月

昭
和
二
四
年
一
〇
月

略

歴

昭
和
四
八
年

三
月

名
古
屋
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

同

五
〇
年

三
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
四
年

四
月

名
古
屋
大
学
経
済
学
部
助
手

同

五
六
年

四
月

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員

同

五
八
年
一
一
月

名
古
屋
大
学
経
済
学
部
講
師

同

六
三
年

二
月

名
古
屋
大
学
経
済
学
部
助
教
授

平
成

元
年
一
〇
月

経
済
学
博
士

同

六
年

三
月

名
古
屋
大
学
経
済
学
部
教
授

同

一
二
年

四
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

四



経
済
学
博
士
安
藤
隆
穂
氏
の
『
フ
ラ
ン
ス
自
由

主
義
の
成
立
―
―
公
共
圏
の
思
想
史
』
に
対
す

る
授
賞
審
査
要
旨

本
書
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
は
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義

の
成
立
過
程
を
、
そ
れ
を
支
え
そ
れ
に
支
え
ら
れ
る
公
共
圏
の
思
想
史
と
し

て
、
旧
制
度
内
部
の
改
革
運
動
か
ら
大
革
命
を
へ
て
ギ
ゾ
ー
体
制
に
至
る
約
百

年
を
一
貫
し
た
視
点
と
広
範
な
視
野
を
も
っ
て
追
求
し
た
、
社
会
思
想
史
の
力

作
で
あ
る
。
八
五
〇
を
超
え
る
文
献
注
は
、
研
究
史
に
対
す
る
慎
重
な
配
慮
を

示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
が
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
史
の
枠
内

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
著
者
は
イ
ギ
リ
ス
経
済
思
想
（
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
）
と
ド
イ
ツ
文
学
（
ロ
マ
ン
主
義
）
の
側
か
ら
も
照
明
を
あ
て
、
ま
っ

た
く
新
し
い
思
想
像
の
発
見
に
成
功
し
た
。
こ
う
し
た
学
際
的
で
国
際
的
な
思

想
史
研
究
の
方
法
は
、
日
本
か
ら
こ
そ
発
信
で
き
る
独
創
性
を
も
つ
も
の
と
い

え
よ
う
。

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
著
者
が
描
い
た
思
想
史
を
略
述
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
末
期
ブ
ル
ボ
ン
王
政
の
内
部
に
は
上
流
商
人
を
中
心
と
す
る
重
商
主
義

的
改
革
案
（
ネ
ッ
ケ
ル
）
、
地
主
を
中
心
と
す
る
重
農
主
義
的
改
革
案
（
デ
ュ
ポ

ン
・
ド
ゥ
・
ヌ
ム
ー
ル
）
が
あ
っ
た
が
、
著
者
は
そ
れ
ら
と
な
ら
ん
で
、『
富
の

生
産
と
分
配
に
つ
い
て
』（
一
七
六
六
）
に
よ
っ
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
先
ん

じ
た
チ
ュ
ル
ゴ
が
、
小
生
産
者
・
商
人
を
中
心
と
す
る
改
革
案
を
持
ち
、
そ
れ

が
チ
ュ
ル
ゴ
の
挫
折
を
こ
え
て
コ
ン
ド
ル
セ
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
点
に
、
フ

ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
出
発
点
を
み
る
。
コ
ン
ド
ル
セ
は
一
〇
年
の
ち
に
ス
ミ
ス

が
『
国
富
論
』
（
一
七
七
六
）
で
全
面
的
に
展
開
す
る
商
業
社
会
（
分
業
と
協
業

の
体
制
）
論
に
学
び
つ
つ
、
黒
人
奴
隷
、
地
方
議
会
、
民
衆
教
育
な
ど
ス
ミ
ス

の
目
に
触
れ
な
か
っ
た
問
題
を
も
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
商
業
社
会
の
形
成
過
程
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
か
れ
は
近
代
社
会
の
中

心
と
な
る
べ
き
近
代
的
個
人
を
、
広
範
な
集
団
す
な
わ
ち
公
共
圏
と
し
て
展
望

し
な
が
ら
、
大
革
命
の
動
乱
の
犠
牲
に
な
っ
た
が
、
か
れ
だ
け
で
は
な
く
革
命

全
体
が
、
こ
の
種
の
展
望
を
求
め
る
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
特
に
強
力
だ

っ
た
の
が
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
と
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
反
動
の
思
想
で
あ
り
、
前
者

は
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
、
後
者
は
シ
エ
イ
エ
ス
や
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ち
に
よ
っ
て

代
表
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
近
代
人
と
近
代
社
会
を
も
と
め
な
が
ら
、
ジ
ャ
コ
バ

ン
派
は
ル
ソ
ー
に
依
拠
し
て
単
一
の
公
共
精
神
（
一
般
意
思
）
し
か
認
め
ず
、

所
有
と
意
見
の
多
様
性
を
許
さ
な
か
っ
た
し
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
派
は
コ
ン
ド
ル

セ
の
後
継
者
を
も
っ
て
自
任
し
な
が
ら
、
市
民
を
財
産
と
知
識
の
水
準
に
よ
っ

て
区
別
し
、
コ
ン
ド
ル
セ
の
公
論
、
公
共
圏
の
意
味
を
理
解
し
な
か
っ
た
。
コ

ン
ド
ル
セ
は
教
育
論
に
よ
っ
て
、
ス
ミ
ス
が
分
業
の
弊
害
（
作
業
の
単
純
化
に

一
九



よ
る
思
考
の
単
純
化
）
を
見
た
社
会
層
を
も
所
有
者
社
会
に
組
み
入
れ
、
そ
こ

に
広
範
な
諸
個
人
の
意
見
の
集
合
と
し
て
の
公
論
の
成
立
を
期
待
し
た
。

コ
ン
ド
ル
セ
の
獄
死
後
、
そ
の
思
想
と
運
動
は
妻
の
ソ
フ
ィ
ー
・
コ
ン
ド
ル

セ
に
よ
っ
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
。
ソ
フ
ィ
ー
は
ス
ミ
ス
の
『
道
徳
感
情
論
』

に
強
い
関
心
を
持
ち
、
そ
の
最
終
増
補
版
（
一
七
九
〇
）
を
翻
訳
し
た
だ
け
で

な
く
「
同
感
に
つ
い
て
の
手
紙
」
で
解
説
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
夫
の
コ
ン
ド

ル
セ
が
『
国
富
論
』
か
ら
読
み
取
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
追
求
す
る
自
由

平
等
な
個
人
の
集
団
と
し
て
の
経
済
社
会
に
、
相
互
同
感
を
も
と
め
て
の
自
己

規
制
と
い
う
近
代
社
会
の
非
政
治
的
原
理
が
透
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
七

九
五
年
に
パ
リ
に
は
い
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
と
ジ
ェ
ル
メ
ー
ヌ
・
ス
タ
ー
ル
（
前

記
ネ
ッ
ケ
ル
の
娘
）
に
と
っ
て
、
個
人
の
感
情
に
よ
っ
て
つ
な
ぐ
自
律
社
会
と

い
う
ソ
フ
ィ
ー
・
コ
ン
ド
ル
セ
の
思
想
は
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
と
く
に
コ
ン

ス
タ
ン
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
留
学
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
を
吸
収
し

た
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
言
論
の
自
由
の
意
味
を
知
っ
て
い

た
し
、
他
方
で
ス
タ
ー
ル
は
ア
ウ
グ
ス
ト
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
と
の
親
交
を
通
じ

て
、
個
人
感
情
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
文
学
思
想
を
吸
収
し

て
い
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
は
彼
女
の
小
説
『
コ
リ
ン
ヌ
』
（
一
八
〇
七
）
の
批
判
的

分
析
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
う
ち
で
、
個
人
の
意
見
の
集
合
体
と
し
て

の
公
共
圏
が
最
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
と
結
論
す
る
の
だ

が
、
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
、
や
が
て
政
権
を
取
る
ギ
ゾ
ー

が
そ
こ
に
見
る
の
は
、
階
級
と
し
て
成
立
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
理
性
の
支

配
で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ル
ゴ
改
革
を
コ
ン
ド
ル
セ
が
引
き
継
い
で
以
来
、
小
市
民
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
て
き
た
公
共
圏
は
、
革
命
と
そ
の
前
後
の
政
治
変
動
の
外
側
に
、
個
人

主
義
的
自
由
主
義
の
空
間
と
し
て
生
き
つ
づ
け
て
き
た
が
、
言
論
・
出
版
の
絶

対
的
自
由
と
い
う
コ
ン
ス
タ
ン
の
主
張
を
最
後
と
し
て
、
ギ
ゾ
ー
の
自
由
主
義

体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
形
を
失
い
、
出
版
活
動
は
コ
ン
ス
タ
ン
の
展
望
と
は
逆

に
言
論
操
作
の
手
段
と
な
っ
た
。
し
か
し
居
場
所
を
奪
わ
れ
た
こ
の
自
由
主
義

は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
特
有
の
反
体
制
思
想
と
し
て
、
ロ
マ
ン
主

義
や
社
会
主
義
の
中
に
し
ば
し
ば
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。

本
書
は
こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
力
作
で
あ
る
が
、
時
と
し
て
文
章
が
勢
い

あ
ま
っ
て
走
り
す
ぎ
た
り
、
公
共
圏
を
類
似
の
用
語
か
ら
区
別
す
る
の
に
読
者

の
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
百
年
に
わ
た
る
フ
ラ
ン
ス

思
想
史
の
な
か
か
ら
、
実
質
と
し
て
の
公
共
圏
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
著
者
の

苦
闘
を
反
映
し
た
瑕
疵
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
〇


